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1. は し が き

『自然地震による地盤･構造物系の応答および破壊機

構に関する研究』の一環として行われている鉄筋コンク

リート造建物弱小モデルによる地震応答観測に関し,莱

2報として,現在までに集録された記録の概要と試験体

の弾性時の応答と気象庁震度階Ⅲの地震による応答性状

について報告する.

2.試験体の形状と集録地震波一覧表

弱小モデルは図1に示すように5階建,各階階高11℃,

スパン2.5mの純ラーメン構造である.崩壊形の違いに

より,柱崩壊型,はり崩壊型の2種類がある.柱崩壊型

の柱断面は10cmXIOcmであり,はり崩壊型のはり断

面は10cmX12cmである.また図2にその配置を示す

が,以後各試験体のⅩ,Y軸として用いる.しかし,そ
れらは両試験体に共通の方向ではない.表1に集録され

た震度階ⅠⅠ(千葉)以上の地震の一覧を示す.これまで
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図1 形状図
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記録された1階床の最大加速度は32gal,屋上166gal

である.

3.固有周期の検討

観測された固有周期を表2に示す.表中の'83年 12月

6日は人力加振による自由振動実験を行った結果を示し

たもので,他の3つは実地震による記録である.観測開

始時には,柱崩壊型の1次固有周期は0.35-0.36sec,2
次固有周期は0.12secであったが,現在ではそれぞれ

0.43-0.44sec,0.15-0.16secに伸びている.特に,自

由振動実験の際に,周期がかなり伸びているが,このと

きには曲げ亀裂が生じるくらいの変位を与えており (屋

上最大加速度約105gal),これにより亀裂が生じた可能

性がある.この時点では亀裂の調査をしていないので確

認できていない.はり崩壊型では,観測開始時の1次固

有周期は0.28-0.29sec,2次固有周期は0.09secで,現

在までほとんど変化していない.

この種の構造物の固有周期の解析に際しては,コンク

リートのヤング率,床スラブのはりへの協力効果,基礎

の固定条件などを適切に評価する必要がある.ここでは,

まず,予備検討として,コンクリートのヤング率にはシ

リンダー試験の結果の平均値である3.0×105kg/cm2,床
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図2 配置図


















